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⾞載式トンネル3Dスキャニングシステム
3Dレーザースキャナを⾞載することで計測時間を⼤幅に短縮

技術概要
『⾞載式トンネル3Dスキャニングシステム』では、3Dレーザースキャナや基準球等の機器⼀式を⾞載しており、計

測⾞を移動・停⽌した直後にトンネル内空変位を計測することができます。計測機器を三脚に設置して⾏う従来⼿法で
は40分程度だった計測時間を、6分程度にまで短縮します。

■トンネル内空変位を⾯的に計測が可能

計測イメージ

■計測時間を⼤幅に短縮します
■迅速に計測結果の確認が可能

3Dレーザースキャナでトンネル壁⾯全体の形状を繰り返し計測し、その差分から変位量を算出します。
これにより、ターゲットが設置されない箇所の変位を補完的に把握することが可能です。

機器⼀式を⾞載するとともにタブレットPCにて遠隔⾃動操作することで、従来⼿法と同等の計測精度を
確保しつつ、準備や⽚付けを含む計測時間を1/6程度に短縮できます。掘削作業に影響を与えることなく
計測を⾏うことが可能となり、⽣産性向上に繋がります。

タブレットPCを⽤いて計測データの処理や確認をその場で⾏うことで、トンネル内空変位を早期に把握
して、適切な対策を迅速に⾏うことが可能です。

技術の特徴

■迅速に計測結果を確認

■計測時間を⼤幅に短縮

■トンネル内空変位を⾯的に計測が可能
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構成機器

計測時間の⽐較

【本システム】⾞載式 【従来⼿法】三脚式

1 準備（スキャナ、基準球の設置） 20秒 1,200秒

2 スキャナ位置計測（TSによる基準球測量） 50秒 360秒

3 スキャナによる壁⾯形状の計測 130秒 130秒

4 データ転送 50秒 50秒

5 データ処理 90秒 90秒

6 ⽚づけ 20秒 480秒

所要時間
計測作業⼿順

合計
360秒

（約6分）
2,310秒
（約40分）


